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特集
南山大学
「人間の尊厳賞」

　2022年6月25日（土）、フラッテンホールで、南山大
学後援会定例評議員会を開催しました。南山大学後
援会は在学生の保護者等によって組織されており、当
日は理事・評議員に就任いただいている役員の皆様
から80名の方にご出席いただきました。
　議事においては、（1）2021年度事業報告および決
算報告について、（2）役員の選任について、（3）2022
年度事業計画（案）および予算（案）について審議・承

認され、2022年度は9月24日（土）に第50回「保護
者の集い」を大学と共催することが決定されました。
　また、本評議員会をもって理事長を退任される森
下亜矢様に、キサラ学長から感謝状と
記念盾が贈呈されました。新理事長に
は佐野真哉様が就任されました。

■ 後援会定例評議員会

後援会収支計算書および予算書 （単位：円）

科目 2022年度予算

前期繰越金

入会金

会費

合計
教育・研究活動等支援援助金

　　留学生支援活動援助費

　　教育研究図書援助費

　　履修関係費

　　広報活動援助費

　　課外活動援助費

　　就職指導活動費

後援会活動費

　　保護者の集い

　　就職活動援助費

　　広報費

　　事務費

課外活動援助基金積立

予備費

次期繰越金

合計

2021年度決算
収
入
の
部

支
出
の
部

後援会貸借対照表

《基金内訳》

2022年3月31日現在（単位：円）

（単位：円）

借 　方 貸　 方
課外活動援助基金
事故対策基金
次期繰越金
合計

85,235,282

85,235,282

預 金

合計

39,724,604
41,184,063
4,326,615
85,235,282

課外活動援助基金 事故対策基金
前期繰越金
当年度積立金
当年度取崩金
合計

前期繰越金
当年度積立金

合計

41,184,063
0

41,184,063

35,724,604
 4,000,000

0
39,724,604

後援会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kouenkai/

■ 新任用教員紹介
2022年9月1日付

●理工学部
講師 藤原 正浩 
（専攻分野：計測工学、ヒューマンインタフェース、ハプティクス）

2022年7月8日付

●外国語学部
准教授 伊藤 聡子 
2022年8月31日付

●南山宗教文化研究所・人文学部
助教・研究所編集員 GRAF, Tim

■ 退職
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165,000,000
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本学名誉教授 新井 喜久夫氏が
ご逝去
本学名誉教授の新井 喜久夫氏（87歳）が、
2022年6月28日にご逝去されました。
謹んで哀悼の意を表します。

本学外国語学部准教授 
伊藤 聡子氏がご逝去
本学外国語学部准教授の伊藤 聡子氏
（51歳）が、2022年7月8日にご逝去されま
した。謹んで哀悼の意を表します。

■ 友の会評議員会・総会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただける一般
および法人会員を募集しております。
［年会費］一般会員 1口 10,000円  
　　　　 法人会員 1口 30,000円
※何口でもお申込みいただけます。
友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/

　2022年7月20日(水)、ホテル名古屋ガーデ
ンパレスで、南山大学友の会評議員会・総会
を開催しました。友の会は南山大学をご支援
いただいている一般および法人会員によって
組織されており、本年7月1日現在の会員数は
一般会員167名、法人会員117法人となって
います。
　総会では、(1)2021年度事業報告および
決算報告、(2)役員の改選（案）、(3)2022年
度事業計画（案）および予算（案）について審
議され、それぞれ承認されました。議事終了
後、今年度の友の会給付奨学金を受給する
外国人留学生および日本人の派遣留学奨学
生も参加させていただき、大原康之会長より
奨学生採用通知書が授与されました。

本学では、学生の活動などをWebページ「南山TODAY」、

Instagram、Facebookでも紹介しています。ぜひご覧ください。
南山TODAY Instagram Facebook

■ 寄附者ご芳名
「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

「新型コロナ対策学生応援募金」へのご協力に感謝いたします。
豊田　剛 様

匿名ご希望者 2名様　

株式会社ジュリスティックス 様
株式会社はやしや 代表取締役副社長  赤 羽一仁  様
南山大学同窓会  会長 松 岳大樹  様

槌 谷 恒 孝 様
後 藤 　 悟 様

岡 田 暁 宜 様
鈴 木 智 子 様

「南山大学創立75周年記念募金」へのご協力に感謝いたします。
立松日出子 様
山 田 和 典 様

大 村 博 之 様
甘 利 昌 彦 様

加 藤 紀 子 様
磯 村 英 治 様

青 山 幹 哉 様

【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

21名
21名
15名
15名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】
【国際教養学部】

15名
15名
13名
9名

■ 2022年度 学部長表彰
年度ごとに品行方正で学業に優れ

た成績を修めた学生124名に、その努
力を称え、学部長から表彰状を授与し
ました。

文部科学省に対して理工学研究科新専攻設置の届出を行い、2022年6月23日に届出が受理されました。
これにより、2023年4月から理工学研究科はシステム数理専攻博士前期課程の学生募集を停止し、データ
サイエンス専攻博士前期課程を開設いたします。

■ 2023年4月、理工学研究科データサイエンス専攻博士前期課程設置



南山大学「人間の尊厳賞」を創設
第1回は青木陽子氏が受賞

人間の尊厳のために
HOMINIS DIGNITATI

南山大学の理念を実現する
賞の創設

　南山大学は2021年に迎えた創立75周
年の記念事業の一つとして、南山大学「人
間の尊厳賞」を創設しました。この賞は、自ら
の尊厳と他者の尊厳を認め、一人ひとりを
かけがえのない存在として、本学の教育モッ
トーである「人間の尊厳のために」の実現
にむけて多大な貢献をしている個人・組織
から、毎年1名または1組織を表彰するもの
です。受賞者決定は、学内選考を経て、
学長および学外有識者からなる選考委員
会にて最終選考を行います。

第1回の受賞者を決定

　選考の結果、栄えある第1回受賞者は、
アジア視覚障害者教育協会会長 青木陽
子氏に決定しました。幼くして全盲となられた
青木氏は、南山大学文学部教育学科を卒
業後米国に留学。留学中に障害者が留学
の機会に恵まれないことに気づき、自らが中国
に渡り中国語を習得した後、天津市におい
て視覚障害者を対象にした日本語学校を
設立しました。長年にわたる日本語教育の成
果として、開校以来500名を超える卒業生を
送り出しました。卒業生は日本語学習とともに
幅広い知識を習得し、各分野で活躍してい
ます。こうした障害者の自立と国際交流の深

化への貢献および人 を々勇気づける青木氏
の活動は、本賞の求める「普遍性」「多様
性」「困難性」「独自性」「継続性」のすべ
てを実践するものと認められました。
　

 広報の展開

　この賞の創設を広く社会に周知するた
め、様々な媒体での広報を展開しました。
中日新聞に掲載した一面広告では、本学
経済学部卒業生であり、現在はフリーアナ
ウンサーとして北海道を中心に活躍されて
いる佐藤麻美氏を招いて、キサラ学長との
対談を行いました。この広告は、佐藤氏の
地元メディアである北海道新聞にも掲載し
ました。
 青木氏の受賞決定は、記者会見を開き、
キサラ学長より発表しました。会見の模様
は、各新聞で取り上げられました。また、雑
誌PRESIDENTでは、青木氏の受賞と前
述の学長対談をあわせて掲載したほか、日
本経済新聞での告知広告など、多様なメ
ディアで広報しました。

 創立記念日に
 表彰式、記念講演会を挙行

　第１回表彰式・記念講演会は、南山大
学の創立記念日である2022年5月26日に、
南山大学フラッテンホールにて開催しました。

新聞一面広告

記念講演会を行う青木陽子氏

表彰式の様子 松岳同窓会長から目録を授与 キサラ学長から表彰盾を授与

YouTubeでのライブ配信も行われ、一般の
方 に々も広くご視聴いただきました。
　表彰式では、学長式辞の後、キサラ学
長より青木氏に表彰盾が授与されました。
続いて、本賞の後援である南山大学同窓
会 松岳大樹会長より青木氏に副賞賞金の
目録が手渡されました。
　表彰式に続いて、青木氏にご講演いた
だきました。講演テーマは「教育こそが未来
を拓く～人間の尊厳を守るために～」。要
旨を以下に記します。

　  講演要旨

　まず初めに、私が“人間の尊厳”をどのよ
うに理解しているかをお話させていただきま
す。「人間性とは型にはめられて予定通りに
動く機械ではなく、内なる活力に従ってあら
ゆる方向に伸びようとする樹木である」とい
う、英国の哲学者ジョン・スチュアート・ミル
の言葉があります。型にはめられる―女性
は結婚して子どもを生み育てるべきだとか、
障害者は早く手に職をつけて自立するべき
だとか、社会は様々な制約を私たちに課し
ます。しかし人は皆、夢や希望、理想といっ
た“内なる活力”を持っていて、それはあらゆ
る方向に伸びようとします。そのような活力に
従って生きようとする権利こそが、人間の尊
厳だと思うのです。
 人は生まれる環境を選ぶことはできません
が、生きる方法を変えることはできます。その
ために必要なのが“教育”です。教育こそが
未来を拓くのです。
　30年ほど前、障害者が高等教育を受け
るのは非常に困難なことでしたが、南山大
学が私を受け入れ、素晴らしい教育を提
供してくれました。それが米国留学や、現在
中国で行っている教育支援に繋がったの

ですから、まさに教育が私の未来を切り拓
いてくれたということです。
　あの頃の中国は非常にエネルギッシュで
魅力的な国である一方で、「障害者に学
問はいらないし、夢を持たない方がいい。夢
があるとかえって辛くなる。」とも言われていま
した。私にとっては大変ショッキングな言葉
で、「教育を通して社会を変えていかなくて
はいけない」と決意し、天津視覚障害者日
本語訓練学校を設立したのです。障害の
有無や年齢、職業に関係なく、延べ522名
の学生を無料で受け入れてきました。
　障害者と健常者が一緒に学べる環境を
整え、留学制度を用意し、按摩鍼灸以外
の職種開拓に力を入れました。点字や拡
大文字による日本語能力試験の実施、日
本語学習指導者の養成、日本文化の交
流事業にも取り組みました。うれしいことに、
徐 に々世間の目も変わり、「例え障害があっ
ても、教育があれば自分の能力を十二分に
発揮することができるんだ」という考えが浸
透してきたなと肌で感じています。
　最後に、みなさんへの提言が三つありま
す。まず一つ、思考を止めるな。自分の専門
分野だけでなく様 な々分野を学際的な思考
で学び、複眼思考を養ってください。二つ
目、歴史の生き証人たれ。コロナ禍の中で感
じたことを一つひとつ記録に残してください。
権力者たちが不都合な出来事を隠すのを
許してはいけません。そして三つ目、美しい日
本語を残してください。日本語の美しい響き
を大切にしてほしいと心から願っています。
　日中国交正常化50年を迎える今年、平和
の尊さに想いを馳せる一年にできればと思い
ます。最後に南山大学G棟に刻まれている言
葉で講演を締めくくります。「PAX IN ORBE 
TERRARUM（全世界に平和あれ）」

　講演の最後には、青木氏の教え子であ
る楊雪元氏より、ギター弾き語りの「オー・
ソレ・ミオ」歌唱と横笛の演奏が披露され、
講演に花を添えました。

取材後記

　表彰式の舞台上では、青木さんのご要望で、白杖を使わ
ずに介助者のサポートのみで移動が行われました。初めて
の場所でも臆することのないその足取りからは、普段の青
木さんの行動の活発さがうかがえました。そして、記念講演
はとてもエネルギッシュでパワフルでした。こうした青木さん
の明るさや元気こそが、周囲の人を魅了し、笑顔にするのだ
と感じました。
　その一方で、とてもグルメな青木さん。名古屋コーチンを
召し上がるのをとても楽しみにされていました。この日の夜
に同行した皆さんで名古屋コーチン鍋に舌鼓を打ったと
か。名古屋で一泊された後は、東海や近畿の名所を訪れ、
ここでも美味しいものを召し上がられ、たくさんの思い出と
ともにご実家に戻られたそうです。

教え子楊氏の演奏

ご来学時には歓迎の拍手でお出迎え

左から、天津視覚障害者日本語訓練学校 傅副校長、
キサラ学長、青木氏、李校長、楊氏　

卒業後も日本語教育に
携わりたいと希望する
北村さん

※写真撮影時のみマスクを外しました

　青木氏の講演を受けて、日本語教
育を専攻する人文学部日本文化学
科3年の北村実咲さんから「学生の
言語学習のモチベーションの持続と
向上のために、どのようなサポートをして
いますか？」という質問があり、青木氏は
「日本語を通じて、何か良い経験をし
てもらいます。例えば爆買いツアーに日
本語通訳として参加し、買い物の手助
けをします。そうすると、人 か々ら大きな賞
賛を受けます。それが本人の大きな希
望になり、モチベーションを高めます。楽
しいと思う経験をしてもらうのが一番で
はないかと思いま
す。」と回答しま
した。



▲集合写真（当日はテレビ局にも取材にお越しいただきました）

　上南戦（上智大学・南山大学総合対抗運動競技大会）
が、今年で63回目を迎えました。
　上南戦とはカトリック修道会を設立母体とする上智大学
と南山大学のスポーツ対抗戦で、毎年両校体育会団体が
数十種目の競技を行い各競技の勝利数により総合優勝を競
います。一年毎に会場を東京、名古屋と移動し行われ、1960
年の第１回大会より、半世紀以上続く伝統の一戦です。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により昨年、一昨
年と中止となり、3年ぶりの開催となりました。
　今年のスローガンは「Revival」。2年連続で中止になっ
てしまった上南戦を復活させ、大学全体を大きく盛り上げ
ていこうという願いが込められています。

“戦わない上南戦”をテーマ
に、上智大学と南山大学の
文化系団体を対象とした新
たな交流の場「Johnan 
Meets EXPO 2022」が初め
て開催されました。

午前は外部講師を招いて
講演会・クイズ大会等を実
施し、午後は両大学の類似
団体同士の交流を行いま
した。

冨田大輔　
（経済学部経済学科3年）

第63回上南戦実行委員長
所属 柔道部 主将　

　伝統ある上南戦は、今年で第63回大会となりました。新型コロナウイルスの影
響で、3年ぶりの開催となりましたが、無事大会を終えられたことを嬉しく思いま
す。南山大学は、上智大学に大きく負け越しております。そのため、今年こそは必ず
勝つという意気込みで、上南戦に挑みました。前哨戦では大きく負け越してしまい
ましたが、ハンドボール部のオープニングゲームから始まった本戦では、怒涛の追
い上げを見せ、最後の団体の結果まで総合優勝の行方が分からない大接戦でし
た。どの団体も一生懸命プレーしてくれて、見に行った試合はどれも最高に楽しま
せてもらいました。
　上南戦を開催するにあたり、辛かったことも多かったのですが、学生課、そして
実行委員会のみんなと協力して創り上げた第63回は一生の思い出です。この上
南戦に関わって頂いた全ての方に、感謝申し上げます。ありがとうございました。

総合成績は南山大学15勝、上智大学17勝で、
残念ながら総合優勝というリベンジは果たせ
ませんでしたが、参加した選手たちをはじめ、
応援団、教職員など関係者が一つとなり、各会
場は大いに盛り上がりを見せました。
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バレーボール（男子） － 3 上智1

ラグビー － 45 上智5

南山

南山

南山

南山

バドミントン（男子） － 2 上智3
バドミントン（女子） － 2 上智3

南山

南山

南山

柔道 － 0 上智3

陸上競技 － 124 上智112

－ 4 上智5ラクロス（男子）

南山

剣道（男子） － 2（6） 上智3（7）
剣道（女子） － 2（3） 上智2（3）

南山

南山

アメリカンフットボール － 18 上智7南山

硬式庭球（男子） － 7 上智2

硬式庭球（女子） － 2 上智1

南山

南山

南山

洋弓（男子） －3106 上智3102

洋弓（女子） －3276 上智2665

南山

南山

南山

軟式庭球（男子） － 3 上智5
軟式庭球（女子） － 0 上智3

南山

南山

－ 64 上智68バスケットボール（女子）

－ 70 上智67バスケットボール（男子）

南山

南山

フェンシング

少林寺拳法 オープン戦

卓球（男子）

－ 1 上智3卓球（女子）

－ 4 上智3

南山

－ 41 上智44南山

南山

南山ゆかたフェス
7月12日、南山ゆかたフェスを開催しました。浴衣を着ることで、日本文化に親しみ、
学生・教職員同士の交流を図ることを目的としています。天候が心配されましたが、
無事に開催のはこびとなり、当日は多くの学生・教職員が参加しました。

6月25日には、松坂屋とゆかたフェ
ス実行委員会がコラボレーションし、
ファッションショーに出演しました。コ
ロナの影響で着る機会が減っている
浴衣の文化を盛り上げるため、学生
が企画し、学生ならではの斬新なア
イデアで浴衣を着こなしていました。

2022.7.12

「南山チャレンジプロジェクト」採択通知授与式
 2022.6.22 

夏休み水泳教室
8月1日から8月5日までの5日間、南山大学室内プールでの夏の恒例行事「夏休

み水泳教室」を開催しました。
この教室は、小・中学生を対象に本学水泳部の学生が泳ぎ方を教える毎年人
気の教室です。新型コロナウイルス感染症対
策のため、例年より人数を制限し66名の方に
ご参加いただきました。6種類のコースから希
望コースを選択して泳力別に分けられたグ
ループごとに練習を行い、たくさんの受講者の
方々が楽しみながら泳ぎの上達を目指しまし
た。

2022. 8.1-8.5 

オープンキャンパス
今年度のオープンキャンパスは、7月16日、17日にキャンパスへ来場する大学
開催型を、8月1日に自宅から参加するオンライン開催型を実施しました。
6月15日から特設ページを開設し、入試概要、留学制度、就職・キャリアサポー

ト、各学部紹介など動画による大学紹介を行い
ました。
大学開催型では、各学科の教員による模擬授
業や学部の学び、入試、奨学金、留学、就職など
についての個別相談をはじめ、学科・学生企画や
キャンパスツアーを実施しました。
どちらの開催型も盛況で、延べ5,150名の
方 に々ご参加いただきました。

2022.7.16-7.17、8.1

Activate NRL Healing Lab. nanzanチャリティコンサート有志団体 南山大学石器研究グループ
本団体は、書籍に関する様 な々イベントを企
画・実施することで、学生がより書籍に親しむ
とともに、書籍を通した発見や視野の拡大を
体験する機会を創出します。また、学生がこれ
らのイベントに参加することで、様々な情報
ツールの発展に伴い、軽視されがちな「本」の
魅力・有用性を再発見することを目標とします。

南山大学の学生の環境意識を高めるため
に活動を行います。
プラットフォームに登録されている世界中の
建物の環境性能などを相対的に比較して評
価するツールであるArcを使い、Q棟を中心に
学内の建物を評価し、分析結果から課題に取
り組みます。デジタルサイネージによるArcの評
価結果の公開も検討予定です。

ウクライナとロシア両国の平和を願う為の
チャリティコンサートを、複数の合唱団体と合
同で開催します。各団体それぞれが平和を願
う曲を演奏すると共に、全体合同曲としてロシ
ア人の作曲による典礼曲やウクライナの讃美
歌を演奏することで、両国の平和を願う気持
ちを一人でも多くの方に持ってもらえるよう活
動します。

南山大学石器研究グループは、岐阜県下呂
市湯ヶ峰を主なフィールドとして考古学的な学
術調査を実施してきました。その経験を活か
し、下呂市特有の新たな観光資源となり得る
「下呂石」を解説冊子や実物の設置を通して、
現地の人 や々観光客の方 に々広める活動を行
います。

　6月22日、2022年度「南山チャ
レンジプロジェクト」の採択通知
授与式を行いました。
　「南山チャレンジプロジェクト」
は、学生による学内を活性化する
企画や地域との交流、国際交流
などを推進する取り組みを大学と
して支援し、学生の成長につなが
る多様な機会を創出することを目
的としています。

▲ファッションショーにモデルとして参加した学生

▲キャンパスツアーの様子

授与式の様子

申請テーマ：国際交流活動 申請テーマ：地域交流活動

2022年度南山チャレンジプロジェクト[チャレンジ企画型]採択団体

結団式
　6月15日、体育館にて
結団式が行われました。
上南戦に出場する体育
会クラブが参加し、新旧
ライナンくんのお披露目
も行われました。

開会式
　祈念ミサに続き行わ
れた開会式では、両学
長の挨拶や選手宣誓に
始まり、応援団リーダー
部のエールとチアリー
ダー部のアトラクション
で一気に盛り上がりま
した。戦績

覚書調印式
　6月18日、上南戦の覚
書調印式を南山大学に
て執り行いました。覚書
には、上南戦で実施され
る各競技の試合形式や
得点の取り決めなどが
記載されており、確認後
両校代表者により調印
を行いました。

オープニング
ゲーム
　両学長の始球式のあ
と、ハンドボール(男子)
の試合が行われました。
白熱した接戦となり、終
了間際に南山大学が得
点し、見事勝利をおさめ
ました。

祈念ミサ
　大会初日の7月1日、神
言神学院大聖堂にて祈
念ミサを行いました。聖
歌が流れ、厳粛な雰囲
気の中、心を一つにし、
上南戦を開催できること
に感謝し、両大学の発展
に貢献できるように皆で
祈りました。

閉会式
　7月3日、G30にて閉会
式を行いました。上南戦
実行委員会委員長 冨田
さんの競技終了宣言の
あと、成績が発表され、
各応援団のエール交換
も行われました。

解団式
　7月6日、G30にて解団
式を行いました。学長か
らは「来年こそは優勝旗
と優勝杯を持ち帰りま
しょう」と激励の言葉が
送られ、体育会執行委
員会委員長 佐野さんか
ら学長へ校旗が返還さ
れました。

申請テーマ：学びを深める活動 申請テーマ：南山大学を活性化させる活動

準硬式野球 － 3 上智8南山

※写真撮影時のみマスクを外しました

総合成績 15勝17敗
  第1回大会からの通算成績
南山17勝 上智39勝 引分5

総合優勝

上智大学

※

※代表戦の結果、上智大学の勝利、（ ）内は本数



理工学部電子情報工学科の梅比良正弘教授が、
第72回「電波の日」総務大臣表彰を受賞

業界・職種研究会［公務機関］  9月～11月 国・地方など各機関の担当の方から業務内容
や仕事のやりがい等についてお話を伺います。

キャリア支援課
プログラム紹介

低学年から万全の体制でキャリア形成をサポートしています。学生の皆さんは、ぜひ参
加してください。

キャリアサポートプログラム（全学年対象）
テーマ別ワークショップ
「女性の働き方」「グローバル社会での
人材」など

ワークを通じて、テーマ毎に必要な能
力・資質とは何かを考えます。

※その他、Uターンガイダンスや外国人留学生ガイダンス、障がいのある学生のためのガイダ
ンスを実施します。
※就職相談は随時受け付けています。

※プログラムの申込み方法等詳細は今後PORTAで公開
　予定です。学生の皆さんは、ぜひ参加してください。
※各種イベントは実施後に1週間程度YouTubeにてオンデマ
ンド配信いたします。（録画配信可能なイベントのみ対象）
　詳細はPORTAからご確認ください。

業界・職種研究会【文理別】11月～1月
各業界を代表する企業から講師をお招
きし、各業界の現状や今後の方向性等
についてお話を伺います。

就職支援プログラム（2024年3月卒業予定者対象）

第2回就職ガイダンス【文理別】  9月 先輩の体験談、秋学期のスケジュール
の確認など

就職対策講座【文理別】
「筆記試験対策」「自己理解・自己PR」
「志望動機」「業界研究」「面接対策」など

10月～12月

9月～10月

テーマ毎に就職活動に役立つ講座を実施
します。

筆記試験対策11月～1月 SPI3テストセンター対策模試、
玉手箱対策模試

グループ選考・
エントリーシート対策12月 他大学交流型グループディスカッション

対策講座、ES準備ワークショップ

第3回就職ガイダンス【文理別】  1月 就職活動直前総まとめ講座

面接対策12月 面接準備ワークショップ

学内会社説明会
[2021年度実績：文系 324社／
理系 70社]

  3月 南山大生を対象とした会社説明会を開
催。優良企業が多数参加します。

第3クォーター以降のキャリア支援課プログラム紹介

　キャリア支援課主催のプログラムは、授業が少ない水曜日
の午後や平日の5限以降に開催していますが、部活動やサー
クル活動等でなかなか参加できない学生の皆さんも参加し
やすいように、ランチタイムにもセミナーを実施しています。昼
食を食べながらの参加も可能です。授業の合間を活用し、ご
自身のキャリアについて考えてみましょう。

ランチタイムに
キャリアサポートプログラムを実施します！

▲記念中央式典の表彰式の様子
   （右：梅比良教授） 

受賞した中川高輔さん▶

※写真は2021年度開催時の様子です

※入場は、コロナ対策として、事前予約制を
　予定しております。詳細は大学祭Web
　ページをご確認ください。

▲オープニングセレモニーの様子

本学では、「SWEETS MAGIC Lab.」をはじめとした
南山大学内の学生食堂を紹介するメディアとして
「NANZAN STUDIO DINING」をInstagramで
立ち上げました。

新学生食堂
「SWEETS MAGIC Lab.」が

オープンしました

　7月18日、C棟1階に新学生食堂「SWEETS 
MAGIC Lab.（スイーツマジックラボ）」がオープン
しました。
　「SWEETS MAGIC Lab.」は高級プリン専門店
を運営する株式会社スイーツマジックの出店によ
るもので、学食定番メニューだけでなく、地産地消
を意識し、地元食材を使用したメニューも提供して
います。
　この新学生食堂は、学生をはじめ地域の方など
多くの皆様の憩いの場となるよう、従来の学生食堂
の枠に収まらない様 な々取り組みを計画しています。

　オープニングセレモニーでは、ロバート・キサラ学
長が、株式会社スイーツマジック取締役 寺西和彦
氏、本学学生で株式会社好生館プロジェクト代表
取締役 横井優樹氏とともにテープカットを行いま
した。11時のオープン前にはたくさんの学生が行
列を作り、新学食のオープンに心躍らせていまし
た。実際に食事をした学生からは、「セルフサービ
スのオシャレな雰囲気で嬉しい」「美味しい」などの
声が聞こえてきました。
　「SWEETS MAGIC Lab.」は、月曜日～土曜日の11
時～17時の営業で、どなたでもご利用いただけます。

理工学研究科機械電子制御工学専攻の学生が、
2021 IEEE 10th Global Conference on Consumer Electronics（GCCE 2021）で
IEEE GCCE 2021 Excellent Student Poster Award（On-line）Bronze Prizeを受賞
2021年10月12日～15日に開催された2021 IEEE 10th Global 

Conference on Consumer Electronics（GCCE 2021）で理工
学研究科機械電子制御工学専攻博士前期課程2年 梅比良・奥
村・藤井研究室所属の中川高輔さんがIEEE GCCE 2021 Excellent 
Student Poster Award（On-line）Bronze Prizeを受賞しました。

中川さんは「Proto-Type Development of Vibration-Induced 
Haptic Shoes for Perceiving the Front Obstacle」と題して発
表しました。その結果、特に優れたプレゼンテーションを行った発
表者と認定され、本賞を授与されました。

2022.10.8

野外宗教劇「受難」
 2022. 11.5 

　11月5日（土）「受験生と保護者のための入試説
明会」を開催します。これは、本学の一般入試、全学
統一入試、共通テスト利用入試の受験予定者を対
象としたイベントで、当日は入試説明や、個別相談な
どを実施予定です。また、各企画にオンラインで参
加いただくことも可能です。
　詳細は大学公式Webページ「受験
生の皆様」をご覧ください。
https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/

受験生と保護者のための
入試説明会

 2022.10.29-2022.10.31                                                             

大学祭「南山祭」
　10月29日（土）から10月31日（月）までの3日間、大
学祭「南山祭」を開催します。
　今年のテーマは「煌（きらめき）」。このテーマには、
「来場されるお客様、出演する団体、大学祭運営委
員会にとって、輝かしいイベントになって欲しい」とい
う思いが込められています。
　学内団体によるステージ企画や、クラブ・サーク
ルによる活動内容の展示・発表、模擬店などさま
ざまな企画をご用意しております。

　10月8日（土）18時からパッヘ・スクエアで第56回
野外宗教劇「受難」を公演します。
　野外宗教劇「受難」はカトリック大学である本学を
代表する伝統行事です。聖母マリアの受胎告知から始
まり、エルサレム入城、ゴルゴダの丘における十字架上
の死、そして復活というイエス・キリストの生涯を、課外
活動団体「野外宗教劇」部員が演じます。出演はもちろ
んのこと、演出、脚本、衣装、メイク、情報宣伝など「受
難」に関わるすべてのことを学生たち自身が行います。

経営学部の後藤剛史准教授が、
2021年度日本応用経済学会学術論文賞を受賞

▲授与式の様子（中央：後藤准教授）

経営学部の後藤剛史准教授が、2021年度日本応用経済
学会学術論文賞を受賞しました。
この賞は、応用経済学分野において、優れた論文を著したも
の（原則、毎年度1件）に対して授与されるものです。

受賞論文
後藤剛史（2021）「不実表示に対する損害賠償の経済分析」
（『応用経済学研究』第15巻所収）

Twitter：
@NANZAN_PPC 

Instagram：
@nanzan_passionplayclub

※観覧は、コロナ対策として、事前予約
　制を予定しております。詳細は、野外
　宗教劇のTwitter・Instagramをご
　確認ください。

梅比良教授は、長年にわたり情報通信審議会において多く
の無線システムの技術的条件のとりまとめを主導するととも
に、総務省国立研究開発法人審議会会長代理として国立研
究開発法人の業務実績の評価に寄与されるなど、電波利用の

高度化と国の研究開発の発展に多大な貢献をしたことが評
価され、第72回「電波の日」総務大臣表彰を受賞しました。
6月1日に令和４年度「電波の日・情報通信月間」記念中央式

典が挙行されました。

体育教育センターの笹川慶准教授が、
WFDF2022世界アルティメットクラブ選手権大会に出場

　体育教育センターの笹川慶准教授が、2022年7月23日～
7月30日にアメリカで開催されたWFDF（World Flying Disc 
Federation）2022世界アルティメットクラブ選手権大会（4

年に1度開催）に日本代表チームの選手として出場しました。最
終順位：21位（世界ランク上位国から選出された40チーム中）
（アルティメット：12種目あるフライングディスク競技のひとつ）

             〈実施予定のプログラム〉

卒業生に聞いてみよう！（予定）
・日時：   9月26日（月）12：50～13：20 人文学部
   9月27日（火）12：50～13：20 総合政策学部
   9月29日（木）12：50～13：20 経済学部
   9月30日（金）12：50～13：20 経営学部
 10月  3日（月）12：50～13：20 法学部
 10月  4日（火）12：50～13：20 外国語学部
 10月  6日（木）12：50～13：20 理工学部/
　　　　　　　　　　　　　　　　   理工学研究科
 10月  7日（金）12：50～13：20 国際教養学部
・対象：全学年
・内容：入社3年目程度の卒業生をお招きし社会人とし

ての経験・やりがい、学生時代の体験談などを
伺います。先輩の卒業学部に関わらず全学部・
全学年参加可能です。

笹川准教授▶

※撮影時のみマスクを外しました



理工学部電子情報工学科の梅比良正弘教授が、
第72回「電波の日」総務大臣表彰を受賞

業界・職種研究会［公務機関］  9月～11月 国・地方など各機関の担当の方から業務内容
や仕事のやりがい等についてお話を伺います。
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低学年から万全の体制でキャリア形成をサポートしています。学生の皆さんは、ぜひ参
加してください。

キャリアサポートプログラム（全学年対象）
テーマ別ワークショップ
「女性の働き方」「グローバル社会での
人材」など

ワークを通じて、テーマ毎に必要な能
力・資質とは何かを考えます。

※その他、Uターンガイダンスや外国人留学生ガイダンス、障がいのある学生のためのガイダ
ンスを実施します。
※就職相談は随時受け付けています。

※プログラムの申込み方法等詳細は今後PORTAで公開
　予定です。学生の皆さんは、ぜひ参加してください。
※各種イベントは実施後に1週間程度YouTubeにてオンデマ
ンド配信いたします。（録画配信可能なイベントのみ対象）
　詳細はPORTAからご確認ください。

業界・職種研究会【文理別】11月～1月
各業界を代表する企業から講師をお招
きし、各業界の現状や今後の方向性等
についてお話を伺います。

就職支援プログラム（2024年3月卒業予定者対象）

第2回就職ガイダンス【文理別】  9月 先輩の体験談、秋学期のスケジュール
の確認など

就職対策講座【文理別】
「筆記試験対策」「自己理解・自己PR」
「志望動機」「業界研究」「面接対策」など

10月～12月

9月～10月

テーマ毎に就職活動に役立つ講座を実施
します。

筆記試験対策11月～1月 SPI3テストセンター対策模試、
玉手箱対策模試

グループ選考・
エントリーシート対策12月 他大学交流型グループディスカッション

対策講座、ES準備ワークショップ

第3回就職ガイダンス【文理別】  1月 就職活動直前総まとめ講座

面接対策12月 面接準備ワークショップ

学内会社説明会
[2021年度実績：文系 324社／
理系 70社]

  3月 南山大生を対象とした会社説明会を開
催。優良企業が多数参加します。

第3クォーター以降のキャリア支援課プログラム紹介

　キャリア支援課主催のプログラムは、授業が少ない水曜日
の午後や平日の5限以降に開催していますが、部活動やサー
クル活動等でなかなか参加できない学生の皆さんも参加し
やすいように、ランチタイムにもセミナーを実施しています。昼
食を食べながらの参加も可能です。授業の合間を活用し、ご
自身のキャリアについて考えてみましょう。

ランチタイムに
キャリアサポートプログラムを実施します！

▲記念中央式典の表彰式の様子
   （右：梅比良教授） 

受賞した中川高輔さん▶

※写真は2021年度開催時の様子です

※入場は、コロナ対策として、事前予約制を
　予定しております。詳細は大学祭Web
　ページをご確認ください。

▲オープニングセレモニーの様子

本学では、「SWEETS MAGIC Lab.」をはじめとした
南山大学内の学生食堂を紹介するメディアとして
「NANZAN STUDIO DINING」をInstagramで
立ち上げました。

新学生食堂
「SWEETS MAGIC Lab.」が

オープンしました

　7月18日、C棟1階に新学生食堂「SWEETS 
MAGIC Lab.（スイーツマジックラボ）」がオープン
しました。
　「SWEETS MAGIC Lab.」は高級プリン専門店
を運営する株式会社スイーツマジックの出店によ
るもので、学食定番メニューだけでなく、地産地消
を意識し、地元食材を使用したメニューも提供して
います。
　この新学生食堂は、学生をはじめ地域の方など
多くの皆様の憩いの場となるよう、従来の学生食堂
の枠に収まらない様 な々取り組みを計画しています。

　オープニングセレモニーでは、ロバート・キサラ学
長が、株式会社スイーツマジック取締役 寺西和彦
氏、本学学生で株式会社好生館プロジェクト代表
取締役 横井優樹氏とともにテープカットを行いま
した。11時のオープン前にはたくさんの学生が行
列を作り、新学食のオープンに心躍らせていまし
た。実際に食事をした学生からは、「セルフサービ
スのオシャレな雰囲気で嬉しい」「美味しい」などの
声が聞こえてきました。
　「SWEETS MAGIC Lab.」は、月曜日～土曜日の11
時～17時の営業で、どなたでもご利用いただけます。

理工学研究科機械電子制御工学専攻の学生が、
2021 IEEE 10th Global Conference on Consumer Electronics（GCCE 2021）で
IEEE GCCE 2021 Excellent Student Poster Award（On-line）Bronze Prizeを受賞
2021年10月12日～15日に開催された2021 IEEE 10th Global 

Conference on Consumer Electronics（GCCE 2021）で理工
学研究科機械電子制御工学専攻博士前期課程2年 梅比良・奥
村・藤井研究室所属の中川高輔さんがIEEE GCCE 2021 Excellent 
Student Poster Award（On-line）Bronze Prizeを受賞しました。

中川さんは「Proto-Type Development of Vibration-Induced 
Haptic Shoes for Perceiving the Front Obstacle」と題して発
表しました。その結果、特に優れたプレゼンテーションを行った発
表者と認定され、本賞を授与されました。

2022.10.8

野外宗教劇「受難」
 2022. 11.5 

　11月5日（土）「受験生と保護者のための入試説
明会」を開催します。これは、本学の一般入試、全学
統一入試、共通テスト利用入試の受験予定者を対
象としたイベントで、当日は入試説明や、個別相談な
どを実施予定です。また、各企画にオンラインで参
加いただくことも可能です。
　詳細は大学公式Webページ「受験
生の皆様」をご覧ください。
https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/

受験生と保護者のための
入試説明会

 2022.10.29-2022.10.31                                                             

大学祭「南山祭」
　10月29日（土）から10月31日（月）までの3日間、大
学祭「南山祭」を開催します。
　今年のテーマは「煌（きらめき）」。このテーマには、
「来場されるお客様、出演する団体、大学祭運営委
員会にとって、輝かしいイベントになって欲しい」とい
う思いが込められています。
　学内団体によるステージ企画や、クラブ・サーク
ルによる活動内容の展示・発表、模擬店などさま
ざまな企画をご用意しております。

　10月8日（土）18時からパッヘ・スクエアで第56回
野外宗教劇「受難」を公演します。
　野外宗教劇「受難」はカトリック大学である本学を
代表する伝統行事です。聖母マリアの受胎告知から始
まり、エルサレム入城、ゴルゴダの丘における十字架上
の死、そして復活というイエス・キリストの生涯を、課外
活動団体「野外宗教劇」部員が演じます。出演はもちろ
んのこと、演出、脚本、衣装、メイク、情報宣伝など「受
難」に関わるすべてのことを学生たち自身が行います。

経営学部の後藤剛史准教授が、
2021年度日本応用経済学会学術論文賞を受賞

▲授与式の様子（中央：後藤准教授）

経営学部の後藤剛史准教授が、2021年度日本応用経済
学会学術論文賞を受賞しました。
この賞は、応用経済学分野において、優れた論文を著したも
の（原則、毎年度1件）に対して授与されるものです。

受賞論文
後藤剛史（2021）「不実表示に対する損害賠償の経済分析」
（『応用経済学研究』第15巻所収）

Twitter：
@NANZAN_PPC 

Instagram：
@nanzan_passionplayclub

※観覧は、コロナ対策として、事前予約
　制を予定しております。詳細は、野外
　宗教劇のTwitter・Instagramをご
　確認ください。

梅比良教授は、長年にわたり情報通信審議会において多く
の無線システムの技術的条件のとりまとめを主導するととも
に、総務省国立研究開発法人審議会会長代理として国立研
究開発法人の業務実績の評価に寄与されるなど、電波利用の

高度化と国の研究開発の発展に多大な貢献をしたことが評
価され、第72回「電波の日」総務大臣表彰を受賞しました。
6月1日に令和４年度「電波の日・情報通信月間」記念中央式

典が挙行されました。

体育教育センターの笹川慶准教授が、
WFDF2022世界アルティメットクラブ選手権大会に出場

　体育教育センターの笹川慶准教授が、2022年7月23日～
7月30日にアメリカで開催されたWFDF（World Flying Disc 
Federation）2022世界アルティメットクラブ選手権大会（4

年に1度開催）に日本代表チームの選手として出場しました。最
終順位：21位（世界ランク上位国から選出された40チーム中）
（アルティメット：12種目あるフライングディスク競技のひとつ）

             〈実施予定のプログラム〉

卒業生に聞いてみよう！（予定）
・日時：   9月26日（月）12：50～13：20 人文学部
   9月27日（火）12：50～13：20 総合政策学部
   9月29日（木）12：50～13：20 経済学部
   9月30日（金）12：50～13：20 経営学部
 10月  3日（月）12：50～13：20 法学部
 10月  4日（火）12：50～13：20 外国語学部
 10月  6日（木）12：50～13：20 理工学部/
　　　　　　　　　　　　　　　　   理工学研究科
 10月  7日（金）12：50～13：20 国際教養学部
・対象：全学年
・内容：入社3年目程度の卒業生をお招きし社会人とし

ての経験・やりがい、学生時代の体験談などを
伺います。先輩の卒業学部に関わらず全学部・
全学年参加可能です。

笹川准教授▶

※撮影時のみマスクを外しました
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（単位：千円）

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目
収入の部

予算額 決算額 差異
9,522,866
704,330
230,692
1,382,740

0
139,142
111,935
259,240

0
2,166,395
2,474,978

 △2,301,397
14,690,921
33,749,261
48,440,182

14,330
 △33,843
 △9,747
20,338

30
20,430
 △8,913
 △6,963

0
 △67,606
 △68,706
19,643

△ 121,007
 △1

 △121,008

9,537,196
670,487
220,945
1,403,078

30
159,572
103,022
252,277

0
2,098,789
2,406,272

 △2,281,754
14,569,914
33,749,260
48,319,174

人件費支出
　(退職金支出)
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目
支出の部

予算額 差異決算額

第1表   2021年度 資金収支計算書 
　　　　　（2021年4月1日から2022年3月31日まで）　

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等  
教育活動資金収支差額
施設設備補助金収入  
　施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出  
減価償却引当特定資産繰入支出
　施設整備等活動資金支出計
　　　差引  
　　　調整勘定等  
施設整備等活動資金収支差額

  小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産取崩収入
長期貸付金回収収入
短期貸付金回収収入
預り金受入収入
貯蔵品売却収入
その他の収入 
　　　　小計
受取利息・配当金収入
過年度修正収入  
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出  
イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産繰入支出
長期貸付金支払支出 
短期貸付金支払支出 
預り金支払支出
その他の支出
　　　　小計
借入金等利息支出
過年度修正支出
その他の活動資金支出計
　　　差引
　　　調整勘定等
その他の活動資金収支差額

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費）   
前年度繰越支払資金   
翌年度繰越支払資金

科　目 差異

第2表  2021年度 活動区分資金収支計算書 
　　　　 （2021年4月1日から2022年3月31日まで）

2021年度決算について

　2017年度から行われておりましたキャンパス整備計画「レーモンド・リノベーション・プロジェクト」は、2021年度をもって全事業が無事完了い
たしました。
　一方、2022年度からは、新しい国際学生宿舎「南山大学ヤンセン国際寮（Nanzan University Janssen International Residence）」（以
下、ヤンセン国際寮）への入居が開始されました。ヤンセン国際寮は、国際的な舞台で活躍できる人材を育成する重要な場として、本学のグロー
バル化推進の要の一つであり、留学生の受け入れをいっそう促進させていくものとして期待しています。
　本学では、「NANZAN BULLETIN」「南山大学概要」「南山大学公式Webページ」において財政状況を公開し、透明性確保に努めていま
す。今回は、2021年度決算および2022年度予算の概要について、財務諸表をもとに説明させていただきます。

　第1表は資金収支計算書であり、本学における1年間の活動に伴う収入と
支出の資金の記録です。（以下、予算額は補正予算額を指す）
　収入の部では、手数料収入が予算額に対して33百万円増加となりまし
た。これは2022年度入学試験の受験者数が、前年度と比較して増加したこ
とによるものです。また、寄付金収入は、2021年度より募集を開始した「南山
大学創立75周年記念募金」にも支援が多く寄せられ、予算額に対して9百
万円の増加となりました。受取利息・配当金収入の増加は、法人部門で管理
している有価証券の配当増加によるものです。
　支出の部は、教育研究経費支出が予算額に対して254百万円の減少と
変動が大きくなっていますが、例年この支出は決算時において、予算額より
200百～300百万円程度減少するものです。2021年度は前年度に引き続き
新型コロナウイルス感染症の影響により、例年と比べ光熱水費や旅費など経
常的な支出は抑えられましたが、オンライン授業実施のための機材購入・サ
ポート体制の強化、対面授業再開以降の教室棟の消毒作業委託など、支出
の増加も生じており、影響は支出減少・増加の両面に及びました。
　なお、例年南山学園の設立母体である神言修道会から、本学に勤務する
神言修道会会員の人件費節約額として本学への財政支援がなされていま
す。2021年度は総額10百万円の援助があり、パッヘ研究奨励金の原資とし
て充当しました。

　第2表の活動区分資金収支計算書は、教育、施設整備等、その他の3つの活
動区分毎に資金収支を見ることができるようにした計算書です。教育活動資金

収支は、学生生徒等納付金・補助金・寄付金などの収入と人件費・教育研究
経費支出など、本来の学校教育活動に係る収入・支出です。第2表を見てい
ただくと、教育活動資金収支は1,933百万円の収入超過となっています。施設
整備等活動資金収支はヤンセン国際寮のリース会計取引により、建物支出
および調整勘定で予算額に対して変動が大きくなったことに加えて、レーモン
ド・リノベーション・プロジェクトの支払が大きく影響し、1,010百万円の支出超過
となりました。その他の活動資金収支は454百万円の支出超過となっており、
法人本部費配賦額414百万円の支出を含め、南山大学全体では53百万円
の資金増加となっています。
　第1表の資金収支計算書が、本学の資金にかかる収入および支出の顛末
を表しているのに対し、第3表の事業活動収支計算書では、本学の経営状態
が健全かどうかを見るための収支状況を表しています。第3表は第2表同様
に3つの活動区分に分かれており、それぞれの区分毎の収支状況を見ること
ができます。この3つの活動区分のうち、特別収支を除く、教育活動収支と教
育活動外収支の合計である経常収支により、学校の経営状況を見ることが
できます。経常収支差額は976百万円の収入超過となりましたが、当年度収
支差額はレーモンド・リノベーション・プロジェクトによる基本金組入額が高額で
あることにより、653百万円の支出超過となっています。

　第4表の貸借対照表は、年度末時点における資産、負債、純資産（基本金＋
繰越収支差額）の状態を表しています。資産の部では、固定資産のうち有形
固定資産について、前年度末より建物が増加している要因については、ヤンセ
ン国際寮による影響です。また、近年の大型工事により取得した固定資産の減
価償却の影響により構築物・教育研究用機器備品は減少しています。負債の
部はヤンセン国際寮の資産計上にともない多額の長期未払金が増加していま
す。一方で、長期借入金返済のため長期借入金は前年度末より減少していま
すが、これは過去のキャンパス整備計画（建物等取得）の際の支出に充てた
借入金を返済したものであり、このことにより基本金（第1号基本金）の組入が
発生し、純資産の部は前年度末より増加しています。

教
育
活
動
資
金
収
支

決算額予算額
9,522,866
704,330
225,297
5,395

1,377,108
139,142
258,129

12,232,267
6,831,586
2,609,010
617,743

10,058,339
2,173,928
△ 240,890
1,933,038

5,632
5,632

1,736,100
137,727
145,000
2,018,827

△ 2,013,195
1,003,082

△ 1,010,113
922,925
2,100
10,349
467

2,139,307
0

1,188
2,153,411
111,935
1,112

2,266,458
482,750

8
1,500
467

2,110,337
64,430

2,659,492
59,815
2,003

2,721,310
△ 454,852

0
△ 454,852

0
414,657

53,416

33,749,261
33,802,677

14,330
△ 33,843
△ 9,652
△ 95
20,338
20,430
△ 6,636
4,872

128,651
254,101
95,990
478,742

△ 473,870
137,266

△ 336,604
0
0

△ 1,657,473
29,799

0
△ 1,627,674
1,627,674

△ 1,645,217
△ 17,543
△ 354,147
△ 1,200
△ 340

0
△ 67,161

30
△ 4

△ 68,675
△ 8,913
△ 328

△ 77,916
0

△ 1
6,300
1,500

△ 40,955
△ 97

△ 33,253
2

△ 1,261
△ 34,512
△ 43,404

0
△ 43,404

0
△ 8,030

△ 389,521

△ 1
△ 389,522

（単位：千円）

固定資産   
　有形固定資産  
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　建設仮勘定
　特定資産  
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　　南山大学短期留学奨学金引当特定資産
　　南山大学施設設備拡充引当特定資産
　　イブ・ハツエ国際交流奨励金引当特定資産
　　学生緊急支援引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　施設利用権
　　長期貸付金
　　差入保証金
　　ソフトウェア
流動資産   
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　立替金
　前払金
資産の部合計   

科　目
資産の部

2021年度末 2020年度末 増減
38,309,103
37,064,844
9,193,414
19,403,343
1,626,126
884,066
39,791

5,914,241
3,863

1,149,191
140,000
275,000
200,000
400,000
20,011
114,180
95,068
5,672
4,339
18,159
7,020
59,878

34,156,872
33,749,261
322,184
11,175
123

74,129
72,465,975

551,780
405,928
4,000

802,925
△183,308
△161,977
△3,727
△51,121
△864

142,908
0

145,000
0
0

△2,092
0

2,944
△375

0
△8,849
63,180
△51,011
△30,607
53,416

△106,261
1,696
62

20,480
521,172

38,860,883
37,470,772
9,197,414
20,206,268
1,442,818
722,089
36,064

5,863,120
2,999

1,292,099
140,000
420,000
200,000
400,000
17,919
114,180
98,012
5,297
4,339
9,310
70,200
8,867

34,126,265
33,802,677
215,923
12,871
185

94,609
72,987,147

第4表   貸借対照表 
　　　　  （2022年3月31日現在）

固定負債   
　長期借入金
　長期未払金
　退職給与引当金
　徴収不能引当金
　長期預り金
流動負債   
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
負債の部合計   

科　目
負債の部

2021年度末 2020年度末 増減
7,898,832
5,764,180

0
1,971,287

242
163,123
4,323,856
482,750
1,291,274
2,085,861
463,971

12,222,688

918,768
△482,750
1,582,788
△185,234

△36
4,000

△881,195
0

△986,701
80,536
24,971
37,573

8,817,600
5,281,430
1,582,788
1,786,053

206
167,123
3,442,661
482,750
304,573
2,166,397
488,942

12,260,261

基本金   
　第１号基本金
　第２号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額   
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計   

科　目
純資産の部

2021年度末 2020年度末 増減
54,014,240
48,502,989

0
4,603,251
908,000
6,229,048
6,229,048
60,243,288
72,465,975

1,137,249
1,118,997

0
18,252

0
△653,651
△653,651
483,598
521,172

55,151,489
49,621,986

0
4,621,503
908,000
5,575,397
5,575,397
60,726,886
72,987,147

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額    
前年度繰越収支差額    
基本金取崩額    
翌年度繰越収支差額    
     

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

（注）各計算書の予算額は補正予算額。      
　　各計算書および貸借対照表において、金額は千円未満を四捨五入しているため、
　　合計額が一致しない場合がある。     (※）法人本部費配賦額を含む。

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額  

科　目 差異

第3表  2021年度 事業活動収支計算書
　　　　 （2021年4月1日から2022年3月31日まで）　　

教
育
活
動
収
支

決算額予算額
9,522,866
704,330
241,786
1,377,108
139,142
258,185

12,243,418
6,646,352
(113,155)
3,940,614
(1,321,431)
732,202
(115,233)

232
11,319,400
924,018

14,330
△ 33,843
△ 17,341
20,338
20,430
△ 6,643
△ 2,730
142,915
(6,307)
225,515

(△ 22,777)
127,224
(30,460)
1,392

497,046
△ 499,776

9,537,196
670,487
224,445
1,397,446
159,572
251,542

12,240,688
6,789,267
(119,462)
4,166,129
(1,298,654)
859,426
(145,693)
1,624

11,816,446
424,242

12,382,011
11,898,413

12,355,353
11,379,215

△ 16,422
375,828

△ 11,643
497,048

12,365,589
12,274,241

12,343,710
11,876,263

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

0
26,658
(19,622)
(5,632)
(1,404)
26,658
37,816
85,375
123,192
△ 96,534

0
396,006
483,598

△ 1,137,249
△ 653,651
6,229,048

0
5,575,397

0
△ 4,779
(△ 4,452)

(0)
(△ 327)
△ 4,779
△ 28,452
△ 84,633
△ 113,086
108,307

0
△ 8,134

△ 392,250
△ 143,531
△ 535,781

0
0

△ 535,781

0
21,879
(15,170)
(5,632)
(1,077)
21,879
9,364
742

10,106
11,773

0
387,872
91,348

△ 1,280,780
△ 1,189,432
6,229,048

0
5,039,616

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金  
その他の教育活動外収入  
教育活動外収入計  
借入金等利息  
その他の教育活動外支出  
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額

教
育
活
動
外
収
支

111,935
0

111,935
59,815

0
59,815
52,120
976,138

△ 8,913
0

△ 8,913
2
0
2

△ 8,915
△ 508,691

103,022
0

103,022
59,817

0
59,817
43,205
467,447

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

6,831,586
（298,389）
2,609,010
619,746
59,815
482,750
1,736,100
137,727
145,008
3,562,488

0
 △1,961,382

414,657
14,637,505
33,802,677
48,440,182

128,651
 （△7,957）
254,101
94,729

2
0

 △1,657,473
29,799
 △1

 △12,160
0

1,438,896
 △8,030
268,514

 △389,522
 △121,008

6,960,237
（290,432）
2,863,111
714,475
59,817
482,750
78,627
167,526
145,007
3,550,328

0
 △522,486
406,627

14,906,019
33,413,155
48,319,174

9,537,196
670,487
215,645
5,300

1,397,446
159,572
251,493

12,237,139
6,960,237
2,863,111
713,733

10,537,081
1,700,058
△ 103,624
1,596,434

5,632
5,632
78,627
167,526
145,000
391,153

△ 385,521
△ 642,135

△ 1,027,656
568,778

900
10,009
467

2,072,146
30

1,184
2,084,736
103,022

784
2,188,542
482,750

7
7,800
1,967

2,069,382
64,333

2,626,239
59,817
742

2,686,798
△ 498,256

0
△ 498,256

0
406,627

△ 336,105

33,749,260
33,413,155

2021年度決算・2022年度予算について



（単位：千円）（単位：千円）
科　目

第7表  2022年度 活動区分資金収支予算書
　　　　 （2022年4月1日から2023年3月31日まで）　　

教
育
活
動
資
金
収
支

予算額

施
設
整
備
等
活
動
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支

人件費
教育研究経費
管理経費
その他の事業活動支出額
基本金組入額＋当年度収支差額

事業活動収入に対する比率

53.7%
31.8%
5.9%
4.7%
3.9%

47.8%
35.8%
7.6%
0.9%
7.9%

南山大学 他大学文他複数学部

2021年度 2020年度

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当期収入合計
前年度繰越支払資金
収入の部合計

科　目

収入の部
予算額

第6表   2022年度 資金収支予算書 
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

第5表   財務比率

純資産構成比率
繰越収支差額構成比率
流動比率（※1）
減価償却比率（※2）
総負債比率
負債比率

純資産／（総負債＋純資産）
繰越収支差額／（総負債＋純資産）
流動資産／流動負債
減価償却累計額／減価償却資産取得価額
総負債／総資産
総負債／純資産

↑
↑
↑
～
↓
↓

南山大学 他大学
計算式 評価

貸借対照表関連

83.2%
7.6%

857.0%
46.5%
16.8%
20.2%

88.1%
△16.7%
263.0%
119.1%
11.9%
13.5%

（注）他大学の数値は、日本私立学校振興・共済事業団令和3年度版「今日の私学財政」より、事業活動収支計算書関連につ
いては文他複数学部の大学部門の平均を、貸借対照表関連は文他複数学部を有する大学法人全体の平均をそれぞれ
掲載した。 
評価は、それぞれの大学の特殊性があり一概にはいえないが、一般的には「↑」は数値が高い方がよく、「↓」は数値が低
い方がよく、「～」はどちらともいえないとされている。
純資産＝基本金+繰越収支差額
総負債＝固定負債+流動負債      

※1南山大学の流動比率は流動資産から第3号基本金額を差し引いた額を分子とした。
※2分子・分母とも図書を除く      

2021年度

83.3%
8.6%

708.1%
45.3%
16.7%
20.0%

2020年度 2020年度

人件費比率
人件費依存率
教育研究経費比率
管理経費比率
借入金等利息比率
学生生徒等納付金比率
補助金比率
基本金組入率
減価償却額比率

人件費／経常収入
人件費／学生生徒等納付金
教育研究経費／経常収入
管理経費／経常収入
借入金等利息／経常収入
学生生徒等納付金／経常収入
補助金／事業活動収入
基本金組入額／事業活動収入
減価償却額／経常支出

↓
↓
↑
↓
↓
↑
↑
↑
～

南山大学 他大学

比率

比率

比率 計算式 評価

事業活動収支計算書関連

53.8%
69.8%
31.9%
5.9%
0.5%
77.1%
11.2%
9.2%
12.6%

48.5%
59.0%
36.3%
7.7%
0.1%
82.2%
9.9%
10.8%
11.5%

2021年度

54.7%
71.5%
34.8%
5.3%
0.5%
76.5%
11.3%
9.5%
12.1%

2020年度 2020年度

54.1%
68.9%
33.8%
5.6%
0.6%
78.4%
10.4%
5.4%
12.1%

2019年度

人件費支出
　（退職金支出）
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
法人本部費配賦額
当期支出合計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科　目

支出の部
予算額

7,116,439
(381,113)
3,295,606
965,841
54,451
482,750
640,360
302,862
500,007
2,648,341
25,583

△ 563,929
△ 223,032
15,245,279
33,137,605
48,382,884

南山大学
（2021年度）

他大学
文他複数学部
（2020年度） 

学生生徒等納付金収入  
手数料収入  
特別寄付金収入  
一般寄付金収入  
経常費等補助金収入  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動資金収入計  
人件費支出  
教育研究経費支出  
管理経費支出  
教育活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等  
教育活動資金収支差額
施設設備補助金収入  
第２号基本金引当特定資産取崩収入  
その他の引当特定資産取崩収入
施設整備等活動資金収入計  
施設関係支出  
設備関係支出  
第２号基本金引当特定資産繰入支出  
その他の引当特定資産繰入支出
施設整備等活動資金支出計  
　　　差引  
　　　調整勘定等
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）
借入金等収入
長期貸付金回収収入
短期貸付金回収収入
預り金受入収入
貯蔵品売却収入
その他の収入
　　　　　　　　 小計
受取利息・配当金収入
過年度修正収入
その他の活動資金収入計
借入金等返済支出  
長期貸付金支払支出  
短期貸付金支払支出  
預り金支払支出  
その他の支出
　　　　　　　　 小計
借入金等利息支出
その他の活動資金支出計
　　　差引
　　　調整勘定等 
その他の活動資金収支差額

予備費   
法人本部費配賦額   
支払資金の増減額（小計+その他の活動資金
収支差額-予備費-法人本部費）   
前年度繰越支払資金   
翌年度繰越支払資金   

10,000,001
674,054
220,908
4,800

1,382,761
211,478
278,639

12,772,641
7,116,439
3,295,606
965,841

11,377,886
1,394,755
64,605

1,459,360
0
0
0
0

640,360
302,862

0
500,000
1,443,222

△ 1,443,222
△ 383

△ 1,443,605
15,755

0
13,360
250

2,065,748
30

2,483
2,081,871
83,853

0
2,165,724
482,750
50,500
1,750

2,063,987
1,040

2,600,027
54,451

2,654,478
△ 488,754

0
△ 488,754

25,583
△ 223,032

△ 275,550

33,413,155
33,137,605

予備費    
法人本部費配賦額    
基本金組入前当年度収支差額    
基本金組入額合計    
当年度収支差額    
前年度繰越収支差額    
基本金取崩額    
翌年度繰越収支差額    

（参考）    
事業活動収入計    
事業活動支出計（※）    
    
経常収入    
経常支出

（単位：千円）

(※）法人本部費配賦額を含む。

学生生徒等納付金  
手数料  
寄付金  
経常費等補助金  
付随事業収入  
雑収入  
教育活動収入計  
人件費  
　（退職給与引当金繰入額） 
教育研究経費  
　（減価償却額） 
管理経費  
　（減価償却額） 
徴収不能額等  
教育活動支出計
教育活動収支差額 

科　目

第8表  2022年度 事業活動収支予算書
　　　　 （2022年4月1日から2023年3月31日まで）　　

教
育
活
動
収
支

予算額

10,000,001
674,054
229,208
1,382,761
211,478
278,652

12,776,154
7,058,164
(322,838)
4,512,719
(1,213,613)
1,098,143
(132,302)

0
12,669,026
107,128

12,875,037
12,522,273

12,860,007
12,723,477

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

資産売却差額  
その他の特別収入  
　（現物寄付） 
　（施設設備補助金） 
　（過年度修正額） 
特別収入計
資産処分差額  
その他の特別支出  
特別支出計
特別収支差額     

  

特
別
収
支

30
15,000
(15,000)

(0)
(0)

15,030
15,000

0
15,000

30
25,583

△ 241,787
352,764

△ 1,311,886
△ 959,122
5,039,616

0
4,080,494

事
業
活
動
収
入

事
業
活
動
支
出

受取利息・配当金  
その他の教育活動外収入  
教育活動外収入計  
借入金等利息  
その他の教育活動外支出  
教育活動外支出計
教育活動外収支差額

経常収支差額  

教
育
活
動
外
収
支

83,853
0

83,853
54,451

0
54,451
29,402
136,530

事
業
活
動
収
入
事
業
活
動
支
出

10,000,001
674,054
225,708
1,382,761

30
211,478
83,853
278,639

0
2,111,129
2,277,735

△ 2,275,659
14,969,729
33,413,155
48,382,884

53.7%
31.8%

5.9%4.7%
3.9%

47.8%

35.8%

7.6%

0.9%
7.9%

2022年度予算について
　本学における収入構造を財務比率から見ると、第5表が示す通り、2021年
度決算では学生生徒等納付金比率77.1％、補助金比率11.2％となっており、
学生生徒納付金と補助金が収入の大部分を占めています。この収入構造
は2022年度予算においても同様です。2022年度も引き続き、学生数確保、お
よび補助金・寄付金などの外部資金獲得を目指します。
　2022年度は創立75周年を記念した図書館リニューアル事業である「ラ
イネルス中央図書館」の竣工を予定しております。利用者が「であう」「つ
ながる」「かわる」ことによって、新たなイノベーションが実現するような種々
のサポートを提供する図書館となるよう、教育環境のさらなる充実に向けた

大型事業として取り組んでいきます。
　なお、この75周年を記念したプロジェクトへご支援いただくために、「創立
75周年記念募金」を前年度に引き続き実施しております。加えて、2022年度
より南山大学大学院博士後期課程への進学を考えている方々への一助と
なるよう、授業料、施設設備費の半額を減免する「大学院博士後期課程奨
学支援制度」を創設し、この奨学支援制度をより充実したものとするため、
「南山大学博士後期課程奨学支援募金」の募集を開始しました。
　また、近年本学が取り組んでいる「大学の世界展開力強化事業」につき
ましては、2018年度からは実施してきた「大学の世界展開力強化事業」～
COIL型教育を活用した米国等との大学間交流形成支援～が2022年度に
最終年度を迎えますが、今後も継続可能な事業計画を策定し、海外学生と

本学学生のオンライン交流の枠組みを継続的に推進していけるよう検討を
行います。
　このほか、2022年度はコロナ禍によって影響を受けた学生食堂の運営
について、C棟1階食堂をリニューアルいたしました。この食堂は地域住民
も利用できるよう土曜営業も可能にするだけではなく、スイーツ工場の併
設、スイーツ販売の展開、学生のインターンシップ受入など学生生活環境・
学習環境の充実に向けた、新たな試みとして取り組みを進めてまいります。
　なお、掲載しております財務諸表につきまして、2022年度予算が3月に決
定されている関係で、前年度繰越収支差額および前年度繰越支払資金が
2021年度決算からの繰越額と一致していないことを申し添えさせていただ
きます。

　これまで、本学では、私立大学としての公共性と説明責任を認識し、財務
改善に努めるとともに、財務状況を広く公表しており、引き続きこの方針を維
持していく所存です。
　2022年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症による影響が様々な部分
に及んでおります。本学としてはこの影響により生じる諸問題を解決しながら
も、「ポスト・コロナ」を意識した大学運営を進めていきたいと考えております。
　どうかご理解、ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

（大学本部長　福田 尚登）
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　2022年6月25日（土）、フラッテンホールで、南山大
学後援会定例評議員会を開催しました。南山大学後
援会は在学生の保護者等によって組織されており、当
日は理事・評議員に就任いただいている役員の皆様
から80名の方にご出席いただきました。
　議事においては、（1）2021年度事業報告および決
算報告について、（2）役員の選任について、（3）2022
年度事業計画（案）および予算（案）について審議・承

認され、2022年度は9月24日（土）に第50回「保護
者の集い」を大学と共催することが決定されました。
　また、本評議員会をもって理事長を退任される森
下亜矢様に、キサラ学長から感謝状と
記念盾が贈呈されました。新理事長に
は佐野真哉様が就任されました。

■ 後援会定例評議員会

後援会収支計算書および予算書 （単位：円）

科目 2022年度予算

前期繰越金

入会金

会費

合計
教育・研究活動等支援援助金

　　留学生支援活動援助費

　　教育研究図書援助費

　　履修関係費

　　広報活動援助費

　　課外活動援助費

　　就職指導活動費

後援会活動費

　　保護者の集い

　　就職活動援助費

　　広報費

　　事務費

課外活動援助基金積立

予備費

次期繰越金

合計

2021年度決算
収
入
の
部

支
出
の
部

後援会貸借対照表

《基金内訳》

2022年3月31日現在（単位：円）

（単位：円）

借 　方 貸　 方
課外活動援助基金
事故対策基金
次期繰越金
合計

85,235,282

85,235,282

預 金

合計

39,724,604
41,184,063
4,326,615
85,235,282

課外活動援助基金 事故対策基金
前期繰越金
当年度積立金
当年度取崩金
合計

前期繰越金
当年度積立金

合計

41,184,063
0

41,184,063

35,724,604
 4,000,000

0
39,724,604

後援会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/kouenkai/

■ 新任用教員紹介
2022年9月1日付

●理工学部
講師 藤原 正浩 
（専攻分野：計測工学、ヒューマンインタフェース、ハプティクス）

2022年7月8日付

●外国語学部
准教授 伊藤 聡子 
2022年8月31日付

●南山宗教文化研究所・人文学部
助教・研究所編集員 GRAF, Tim

■ 退職

4,326,615

2,357,000

176,000,000

182,683,615
165,000,000

(63,000,000)

(60,000,000)

(6,000,000)

(7,000,000)

(25,000,000)

(4,000,000)

10,000,000

(2,000,000)

(1,200,000)

(6,000,000)

(800,000)

4,000,000

400,000

3,283,615

182,683,615

6,118,626

2,266,000

173,527,500

181,912,126
165,000,000

(60,000,000)

(70,000,000)

(4,300,000)

(7,000,000)

(19,800,000)

(3,900,000)

8,585,511

(1,292,027)

(1,200,000)

(5,694,959)

(398,525)

4,000,000

0

4,326,615

181,912,126
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本学名誉教授 新井 喜久夫氏が
ご逝去
本学名誉教授の新井 喜久夫氏（87歳）が、
2022年6月28日にご逝去されました。
謹んで哀悼の意を表します。

本学外国語学部准教授 
伊藤 聡子氏がご逝去
本学外国語学部准教授の伊藤 聡子氏
（51歳）が、2022年7月8日にご逝去されま
した。謹んで哀悼の意を表します。

■ 友の会評議員会・総会

南山大学友の会会員募集中
　南山大学の教育・研究活動にご支援いただける一般
および法人会員を募集しております。
［年会費］一般会員 1口 10,000円  
　　　　 法人会員 1口 30,000円
※何口でもお申込みいただけます。
友の会Webページ
https://www.nanzan-u.ac.jp/tomonokai/

　2022年7月20日(水)、ホテル名古屋ガーデ
ンパレスで、南山大学友の会評議員会・総会
を開催しました。友の会は南山大学をご支援
いただいている一般および法人会員によって
組織されており、本年7月1日現在の会員数は
一般会員167名、法人会員117法人となって
います。
　総会では、(1)2021年度事業報告および
決算報告、(2)役員の改選（案）、(3)2022年
度事業計画（案）および予算（案）について審
議され、それぞれ承認されました。議事終了
後、今年度の友の会給付奨学金を受給する
外国人留学生および日本人の派遣留学奨学
生も参加させていただき、大原康之会長より
奨学生採用通知書が授与されました。

本学では、学生の活動などをWebページ「南山TODAY」、

Instagram、Facebookでも紹介しています。ぜひご覧ください。
南山TODAY Instagram Facebook

■ 寄附者ご芳名
「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

「新型コロナ対策学生応援募金」へのご協力に感謝いたします。
豊田　剛 様

匿名ご希望者 2名様　

株式会社ジュリスティックス 様
株式会社はやしや 代表取締役副社長  赤 羽一仁  様
南山大学同窓会  会長 松 岳大樹  様

槌 谷 恒 孝 様
後 藤 　 悟 様

岡 田 暁 宜 様
鈴 木 智 子 様

「南山大学創立75周年記念募金」へのご協力に感謝いたします。
立松日出子 様
山 田 和 典 様

大 村 博 之 様
甘 利 昌 彦 様

加 藤 紀 子 様
磯 村 英 治 様

青 山 幹 哉 様

【人文学部】
【外国語学部】
【経済学部】
【経営学部】

21名
21名
15名
15名

【法学部】
【総合政策学部】
【理工学部】
【国際教養学部】

15名
15名
13名
9名

■ 2022年度 学部長表彰
年度ごとに品行方正で学業に優れ

た成績を修めた学生124名に、その努
力を称え、学部長から表彰状を授与し
ました。

文部科学省に対して理工学研究科新専攻設置の届出を行い、2022年6月23日に届出が受理されました。
これにより、2023年4月から理工学研究科はシステム数理専攻博士前期課程の学生募集を停止し、データ
サイエンス専攻博士前期課程を開設いたします。

■ 2023年4月、理工学研究科データサイエンス専攻博士前期課程設置


